
作
者
、
今
村
が
「
ま
っ
た
く
の
た
だ
書
き
た
い
か
ら
書
い
た
」
（
１
）
と
述

べ
る
の
が
、
「
つ
る
く
つ
子
』
「
あ
ほ
う
ど
り
』
『
ふ
た
つ
の
家
の
ち
え
子
』

『
良
夫
と
か
な
子
」
の
四
作
品
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
今
村
作
品
の
初

期
四
部
作
と
称
し
て
い
る
。
「
良
夫
と
か
な
子
」
を
除
く
三
作
品
は
雑
誌

『
子
ど
も
の
館
』
（
福
音
館
書
店
）
へ
の
投
稿
作
品
と
し
て
書
か
れ
た
。
今

回
採
り
上
げ
る
『
あ
ほ
う
ど
り
」
は
「
子
ど
も
の
館
』
一
九
八
二
年
七
月

号
に
掲
載
さ
れ
、
一
九
八
七
年
二
月
に
評
論
社
か
ら
単
行
本
で
出
版
、
翌

年
、
第
皿
回
路
傍
の
石
幼
少
年
文
学
賞
を
受
賞
す
る
。

『
あ
ほ
ど
り
」
に
つ
い
て
、
長
谷
川
幸
男
氏
は
「
新
鮮
な
人
間
愛
を
感

じ
さ
せ
る
作
品
」
で
、
「
筆
者
は
、
ひ
っ
そ
り
と
し
て
目
立
た
な
い
が
、

そ
ん
な
あ
た
り
ま
え
の
人
間
が
、
人
間
の
心
を
、
い
と
お
し
み
育
く
む
様

を
描
き
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
」
「
人
間
存
在
の
普
遍
性
は
勝
ち
得
た
」
と

高
く
評
価
す
る
（
ヅ
ニ
。
そ
の
後
、
最
首
悟
氏
が
ヨ
子
ど
も
に
は
か
く
あ
っ

熊
本
の
児
童
文
学

今
村
葦
子

は
じ
め
に

「
あ
ほ
う
ど
り
」
論
（
上
）

て
ほ
し
い
な
あ
』
と
い
う
大
人
の
願
望
が
結
晶
し
た
よ
う
な
「
子
ど
も
の

本
」
」
（
３
）
と
評
す
る
。
ま
た
、
沼
田
森
氏
は
、
信
太
が
「
身
近
に
あ
る
自
然

と
じ
つ
に
細
や
か
に
交
歓
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
と
し
て
、
造
形
さ
れ

て
」
お
り
、
「
周
り
に
現
れ
て
く
る
植
物
や
昆
虫
」
に
作
者
の
細
や
か
な

視
線
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
信
太
を
愛
お
し
む
仙
三
じ
い

さ
ん
の
視
線
も
ま
た
「
身
近
な
者
へ
の
細
や
か
な
気
配
り
に
充
ち
て
」
い

る
と
し
て
評
価
す
る
－
４
）
。

こ
の
三
編
は
何
れ
も
書
評
で
あ
る
。
本
論
は
、
作
者
手
書
き
の
貴
重
な

資
料
や
書
簡
を
基
に
、
拙
稿
蚕
た
つ
の
家
の
ち
え
子
」
（
５
）
で
述
べ
た
、

今
村
作
品
の
核
「
神
話
的
時
間
」
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を

考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
二
部
構
成
と
す
る
。

ま
ず
（
上
）
で
は
、
投
稿
作
品
か
ら
単
行
本
に
な
る
時
の
改
変
に
つ
い
て
、

そ
の
理
由
と
内
容
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
（
下
）
で
は
、
「
信
太
と

ち
よ
子
」
像
を
通
し
て
「
神
話
的
時
間
」
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る

の
か
を
考
え
る
。

堀
畑
真
紀
子

－49－
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